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心象世界としてのエクスボ ト

ーーメキシヨ女性の痛みの表現と死生観一―

佐 原 ぷ ど り

はじめに

メキシコ民衆の歴史的な痛みの体験を壁画にした画家デイエゴ・リベラ

(DiegO R市era 1886-1957)は 、メキシコのエクスボト (exvoto)を 「メ

キシコ民衆の真実で現実的である唯一の絵画表現である」と賞賛し、それ

をメステイソ文化における人間精神の創造的表現であると述べている

(R市era 1925:12)。 エクスボ トはラテン語で「誓願」を意味する神への

奉納物であり、内臓のレプリカ、スズでできた四肢の型、金や蝋燭、外科

手術器具、義足、個人の所有物 (服、メガネ、靴、杖など)、 自己の身体

の一部 (髪 の毛など)、 写真、手紙、絵画などすべての捧げ物のことをさ

す。メキシコにおいてエクスボ トは、多くの場合奉納絵のことを意味し、

それは、レタブロ (retablo)と も呼ばれ、災厄から神の慈悲 と奇跡 に

よって救われた後に、謝辞を書き込んで奉納するものだ。15× 20セ ンチ

メートル程の金属板が使用される場合が多く、病気、手術、交通事故、け

んか、強盗、戦争、自然災害などに苦しむ様子、また脆き神に析 りと感謝

を捧げる姿などが描かれている。上部にはその土地で信仰されているキリ

ス トや聖母、聖人たちの顕現が描写され、下方には事件の詳細とそこから

救われた「奇跡」 (milagrO)|こ 関する感謝の意が、署名や日付を伴つて、

民衆の話ことばで記述される1)。
(以下、「エクスボ ト」はこの奉納絵のこ
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とをさすものとする :文末図 1)

エクスボトはスペイン人の入植とともにメキシヨにもたらされた。18世

紀以前のエクスボト奉納は主に上流階級の風習であり、厳粛で洗練された

宗教画風のエクスボ トが奉納されたが、19世紀以降のエクスボ ト、とくに

メキシコのものは、一見稚拙な画風だが、独特の色彩感覚を持ち、その時

代や地域の特性が民衆の視点で描かれている点で大変興味深い。

作成されたエクスボ トは、その地域の教会や寺院、巡ネL先のキリス ト、

聖母、聖人の像周辺に掛けられるの。メキシコにおいてエクスボ トがもっ

とも頻繁に奉納された時期は19世紀後半から20世紀中盤、特に1880～ 1960

の間とされている (Agraz y Beltr加 1996:99)。 この時代にエクスボ トの

奉納が最盛期を迎える背景には、いくつかの時代的要因が隠れている。レ

フォルマ戦争 (1857-1860)の 結果、教会勢力が弱体化 したことから、異

端尋間の恐怖が軽減し、より自由に各地の神々への信仰を表現することが

できるようになったこと、ディアス大統領独裁政権 (1876-1911)、 反政

府革命 (1910-1917)と その後続いた政局の内乱といつた動乱期の中で、

多くの人がさまざまな苦難や不幸を被ったこと、そして革命後の近代化の

中で、交通事故や、都市やアメリカ合衆国などの移民先での トラブルなど

が絶えなかったことなどがあげられる。メキシコのエクスボ トは、19世紀

から20世紀にかけての政治変遷と民衆の日常世界との関連をわれわれに伝

えると同時に、メステイソ文化が開花した後の民衆芸術としての価値を有

している。さらに、人間と神のコミュニケーションの媒介物として、人々

のシンクレティズムの信仰世界を垣間見ることや、その変遷を追う手がか

りともなる。また、土地や国家との結びつきから生じるメキシコ人アイデ

ンティティのあり方まで読み取ることが可能である。

アグラスとベル トランはエクスボ トを「感情の伝達手段」とみなし、記

載される聖人などへのメッセージ、絵画に見られる「奇跡」現場の風景や、

人々の服装や持ち物などから、当時の人々の日常的な苦悩の体験や、「奇

跡」の歴史性などを知る手段であるとしている (Agraz y Bettr加 1996:
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102)。 エクスボ トには、絶対的な自然の脅威や歴史的不遇の中における

人間の無能さと、そうした社会の中で作 り出される痛みや死に対する人々

の処世術が表わされている。

都市や外国に移民 したものですら、故郷の聖人の顕現を思い描 くエクス

ボ トを人々の「心象スケッチ」と称 したベラル ドとヴェリエールは、地方

と都市という異なる文化圏で奉納されるエクスボ トを比較し、双方の社会

変容過程を読み取っている (Bёlardo y Verrier 1996)。

また、 ドゥランドとマセイはアメリカ合衆国に移民したメキシコ人たち

のエクスボ トを中心に研究をし、移民たちがどのような出来事を人生の危

機とみなし、それからどのような形で救われることを「奇跡」とみなすの

かを、心理学的視′点からも分析 している (Durand y Massey 2001)。

本稿では、上記の諸研究の視点にもとづいて、とくにメキシコの女性に

よつて奉納されたエクスボ トを分析 していく。スペインのエクスボ トを考

察したバラデス・シエラによると、誓約 (la promesa=Ewoto)と は、自

己や親近者の身に起こる苦悩や切迫した死に対する恐怖によって動機づけ

られる (Valad6s 1996:219)。 つまり、エクスボトは人々の人生観や死生

観と深 く結びついているといえる。前述したエクスボ トの最盛期、つまり

メキシコの社会が大変動を迎えていた時代には、近代化の中で女性の社会

的立場も大きく変化した。そうした中で、女性が自らの身体に被る痛みや、

近親者の不幸、それらを救い出す神の「奇跡」に対してどのような視
`点

を

もち、社会の変遷と共にその視点がどう変化 してきたのかを考察していき

たい。

I エクスボ トの作成背景

すでに述べたように、エクスボ トはヨーロッパより伝わったキリス ト教

儀礼のひとつである。奉納絵としてのエクスボ トは15世紀半ばにイタリア

で始まったとされる。1660年 の トレント公会議による教会の自己革新と教

理確立に伴い、敬虔な信仰の報いとして奇跡的な癒しのおとずれを保障し
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たため、エクスボ トの奉納に拍車がかけられた。当初この習慣は、信仰の

敬虔さを誇示する上流階級の間に広まった (Gifford 1992:13)。

メキシコ人一般にエクスボ トの奉納が浸透 したのは、19世紀後半より、

ミラグレロ (milagrero=奇跡画家 )、 またはレタブレロ (retablero=宗 教

画家)と いう民衆画家Dが安価な値段でエクスボ ト作成を請け負ったこと

に端を発する。上流階級を中心とした風習が、民衆のために絵を描 く画家

の出現によって、一般民衆に伝播 したのである。さらに後世になると、一

般の人々も絵心を習得 し、自ら作成したエクスボ トもみられるようになる。

民衆の手によって描かれたエクスボ トの絵は、人々のリアルな体験を彼ら

のオリジナルな手法で表わしているとも言える。19世紀後半以降のエクス

ボトは後年、プリミテイズム、またはナイープ・アートと称されるように

なり、デイエゴ・リベラをはじめとするメキシヨの芸術家や研究者の間で

注目を集めることになる (Bartra 1995:76)。

エクスボトに登場する主題は多様であるが、それらの中で共通したもの

が奉納者たちを生命の危機から救う「奇跡」である。メキシコ芸術批評家

かつ人類学者であるアニタ。ブレナー (Anita Brellner 1905-1976)は 、

「奇跡」に関する言及は中世スペイン人と近代メキシヨ人とが大きな相違

なしに語 り合える数少ない思想の一つであると見ている。しかし、一方で、

当時のスペイン人にとって「奇跡」が、超自然的論理であつたのに対 し、

メキシコ人にとっての「奇跡」とは、自然の概念から逸脱 しないものであ

るとブレナーは考察している (Brerlner 1925:176)。

『奇跡論―ひとつの予備的研究』を著 した C.S.ル イスは、奇跡とは人

間の五感による体験であり、非常に曖味で幻想的なものだとし、物象論が

一般大衆の信仰体系になった西ヨーロッパでは、奇跡は存在 しなくなった

と推論 している (ル イス 1996:313)。 メキシコの奇跡が「自然」として

近年まで根深 く民衆生活の中に生きてきたのは、アニミズム的要素のある

土着宗教の影響もあるが、自然や歴史、そして人間の無力さによってもた

らされるメキシコ民衆の不安を「奇跡」が癒 してきたからだ。エクスボ ト
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は、苦痛や不幸の中から想起する人々の想像力の作品である。より無力な

民衆ほど、この想像力を駆使 し、心の平安を求めた。1938年 にメキシコを

訪れたフランスのシュルレアリス ト詩人アンドレ 。ブル トンは「メキシコ

はシュルリアリスムの国だ」といい、メキシコの大地が奇跡や魔法にあふ

れていることに驚嘆している。ブルトンはオルメカ芸術、エクスボト、さ

まざまな仮面などに、メキシコ民衆の教養 と夢見がちな性質を感 じ取つて

いる (Andrade 1998:60)。 メキシコのエクスボ トがヨーロッパのものよ

りも、色彩豊かでユーモアに富んでいるという複数の研究者の比較考察は、

エクスボトという範疇に留まらず、メキシコの自然、歴史、文化などのあ

り方を顧みるきっかけともなる。

エクスボ ト奉納は、ヨーロッパでは19世紀末にほぼ見られなくなり、近

現代の民衆文化としては根づかなかった (Durand 1995:13)。 一方、メキ

シコでは19世紀後半から20世紀にかけて盛んになり、20世紀前半の社会動

乱の中で「奇跡」の到来への懇願とエクスボ トの奉納は、民衆の日常生活

に浸透していった。しかし、エクスボ トの奉納は今日のメキシコではあま

り盛んではない。近年のエクスボ トの奉納は、アメリカに移民したメキシ

コ人によるものが多い。ここには、メキシコ本土における信仰心の変化と、

アメリカ合衆国のメキシコ人が経験する自己の無力さと日常的に被る苦悩

といった背景がある。

Ⅱ エクスボ トのジェンダー

19世紀末から20世紀中盤の間に奉納されたメキシコのエクスボトの多 く

は、男性奉納者よるものである。また、ミラグレラ (milagrera=女 性の

奉納画家)力れ たヽという記録は残つていない。アグラスとベル トランの調

査によると、19世紀にエクスボ トを奉納 した男女比は、男性58%女性18%

で、20世紀になると、男性48%女性35%と なる (Agraz y Beltr加 1996:

122)。 夫婦や家族単位で奉納されたものなど、はっきりと男女に分ける

ことのできないものもあるが、数十年の間に女性による奉納率は約 2倍に
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なっている。また、 ドゥランドとマセイが調査 したアメリカ合衆国のメキ

シコ人移民による奉納の場合は、その全体数において男性46%、 女性41%

とあまり差がない (Durand y Massey 2001:94)。。アメリカ合衆国でのエ

クスボトは主に20世紀に入つてからの奉納が多く、メキシコ本国における

最盛期と少しずれがある。したがって、より近年になるほど女性の手によ

るエクスボトの奉納が増加する傾向にあるといえる。

メキシコのエクスボトに描かれる「奇跡」は、見えなくなった目が見え

るようになる、病人がマリア像の涙によって癒される、といった劇的な奇

跡物語ではない。事故から危機一髪で助かった、病が軽減した、逃げた家

畜が見つかったなど、日常の中の不幸な事件とそこから救われる偶然の幸

運を扱っている。これらの「奇跡」の起こる要因は男女に関係なくすべて

の人々が抱えており、平等に起こりうる。一方で、戦時期や社会動乱期な

どにおいては、戦場に出かける男性の方が生命を左右する「奇跡」により

頻繁に遭過するのも不思議ではない。しかし、絶対数は少ないものの、ど

のような時代においても女性は、女性の生活世界においてエクスボト奉納

にふさわしい「奇跡」の体験を絶やしていない。

アリアスは、エクスボトは女性が悲しみや願望といった感情を表現でき

る特別許された文化空間であると述べている (Arias 2000:73)。 カトリッ

ク教義の中で女性は、喜びの感情を規tllさ れ、痛みや苦しみを受難する存

在として位置づけられてきた。そうした社会環境の中で、閉ざされてきた

女性の声を公けの場にもたらしているのが、エクスボトであるとアリアス

は述べる。

エクスボトに表される「生命の危機」の場面は、さまざまな形の暴力に

よってもたらされる。アリアスらはそれらの暴力を、①個人的なもの、②

社会的文脈から派生するもの、③国家の軍隊によるもの、の三つに分類し

た (Arias y Durand 1990:156)。 この分類において、「個人的な」身に起

こる暴力とは、病気、車や電車による事故、男性同士のけんかや殺し合い

などがあげられる (文末図2)。 社会的というのは非常に範疇が広いが、
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搾取 される中での重労働、自然災害、集団強盗など特定の団体全体が被る

痛みである (文末図 3)。 そ して、軍隊によるものは、主に徴兵制度 をは

じめとし、政治的あるいは軍事的理由による投獄、銃殺、絞首刑などを指

す (文末図 4)。 男性たちはこれらすべてのタイプの暴力を自らの身体で

被つたが、女性たちは男性たちの苦 しみのために苦 しみ、祈 りを捧げた。

女性の祈 りの特徴的な点は、家族や近親者 (家畜等 も含む)への配慮 と言

えるだろう。夫が投獄されては無事の帰還を祈 り、息子が恋敵に刺されて

は復讐の成功を祈 り、幼いわが子が死の床につくと小さな魂が安らかに昇

天することを祈 り、と女性たちの祈 りは妻や母親としての務めの延長線上

にある。男性たちのエクスボ トは、自己の身におきた危険、事故や慢性の

病、仕事の解雇、仕事上のス トレス、アルコール依存症など、社会のあり

方が自己の身体にもたらす問題に集中している。この男性の「生命の危

機」も、当然歴史や社会の動きに翻弄されており、各時代の男性のエクス

ボトから読み取ることができる男性特有の痛みの変遷という重要な問題も

あるが、本稿では詳しく取 り上げない。ただ、ここでどうしても触れてお

きたいことは、社会動乱期にエクスボトの奉納は増加する傾向にあるが、

1926～29年 に起こった貧 しい農民主体の反乱、クリステーロスの乱Dを

テーマとしたものはほとんど見られなかったことである。アリアスとドゥ

ランドは、その原因をエクスボ ト奉納の主役であった搾取され苦しむ労働

者が、反乱の先導者となることで、行為の主体者となったからであると考

察している (Arias y Durand 1990:156)。 エクスボ トの背景にある祈 りは、

現実の不運に対 してどうすることもできない無力な人間に唯一残された行

為である。自らが主体的に反乱に参加し、社会の改革に実質的に参加 して

いるときに必要であったのは、奇跡を求める祈りではなく、より積極的な

行動であった。信仰というものが、自らの生命に対して力を持たないもの

たちの唯一の自己防衛手段であるとしたら、エクスボトの奉納という行為

自体にもジェンダー性がみられるともいえるだろう。

女性の被った痛みには、近親者に対する懸念という心的不安の他に、出
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産や病などの個人的なものをはじめ、女性であるがゆえに味わわなければ

ならなかった社会的な痛みなどがある。それらが具体的にどのようにエク

スボトに表されるのかを、次章で取り上げたい。

Ⅲ メキシコ女性たちの奉納したエクスボ ト

メキシコ女性のエクスボトの主題は以下のように特徴づけられる。

①子供への心配 (乳幼児の病気・死亡、成長した子供の結婚問題など)

②夫、息子の徴兵、旅、出稼ぎ、投獄などによる別離の不安

③政治的暴力への恐怖 (特 に1910年の革命以降)

④個人的なアクシデント (事故、病気、出産、家庭内暴力など)

日常生活の中で経験するこのような出来事に対して女性がどのような視

点をもち、どういった言葉で彼女たちの不安や痛みを表していたのかを、

実際に奉納されたエクスボトより考察したい。ここでは、ハリスコ州北部

の テマス テ イア ン村 の ミラグ レロで あ るヘ ロニモ・デ・レオ ン

(Ger6nimo de Le6n)の 作品を中心に考察する0。

1.子供への心配

母親の子供に対する心配という主題は女性のエクスボ トにたびたび登場

する。とくに、死亡率の高かった時代の乳幼児の生死は母親にとってとり

わけ重要な問題であった。子供の行方不明や病気、出産に伴う子供の命の

危険などが取 り上げられる。あるエクスボ トには次のような記述が見られ

る。

1912年 6月 25日 、私と夫が トタテイチェに隣接 したモチェ牧場に住ん

でいたときのことです。私は急に産気づきましたが、大変な難産にな

る予感がしました。その瞬間に私は心の底から稲妻のキリス トに私の

体の無事とこれから生まれてくる子どもが洗礼前に死なないことを懇

願しました。キリス ト様は私の願いを聞き入れてくださり、その永遠
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なる慈悲をもって、私を祝福 して下さり、私は幸福な気分になりまし

た。私の子 どもは生まれてきましたが、洗ネLの水 をかけるとす ぐに死

んでしまいました。私 と夫の D.」 .レ ジェス・サルダニャはこのレタブ

ロをもって私たちのキリス ト様に感謝 します。永遠なる慈悲のために。

1912年 8月 23日 。

(ヘ ロニモ・デ・レオンの作品より :絵画部分 は文末図 5)(Bren―

ner y Miguё lez eds.1996:113)

小さな子どもを失う母親には両義的な社会規範が付与され、その感情に

も影響が与えられる。カトリック文化では、女性たちの規範は常に聖母マ

リアと比較 して考えられていた。清廉潔白であるか、また子 ども (イ エ

ス)の ためにすべての痛みを背負うことができるかどうかという規範であ

る。マリアの受難は「マリアの七つの痛み」のと称され、メキシコの教会

では短剣に胸を突かれて痛み苦しむマリア像を目にすることができる。こ

の胸の短剣は「七つの痛み」の第一の痛みである。マリアが苦しむために

イエスを生むことは、すべての女性は痛みの受難を免れないことを暗示し

ており、この道徳規範は今日でも農村部において根深 く残っている。

そのような女性の痛みの基準を作 り上げてきたカトリック文化は、女性

に受難を強制するだけではなく、女性の痛みを緩和するという側面も持っ

ている。その代表的なものが、「天使の通夜」 (Velo五 o de Angelito)と 呼

ばれる幼い子供の葬儀に関する習慣である。幼い子供が洗礼後に死んだ場

合、その子供は天の使いとみなされ、この世にメッセージをもたらした後

は天に帰らなければならない存在とされる。つまり、その子は死んだので

はなく、つかの間の使いでこの世にやってきただけなのである。天使が天

に帰ることに悲しみは伴わない。母親はわが子の死を嘆き悲しむことは許

されず、祝祭をもって天使を送 り返さなければならないのである。子供が

天使とみなされるのは、小さな子供がまだ原罪に身を染める以前の純潔さ

を保っているからであるが、天使となって天に帰るためにはカトリック教
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徒でなくてはならない。 したがって、幼児死亡率が高かった時代 には、生

まれた子 どもはできるだけ早 く洗ネLを 受け、カ トリック教徒になる必要が

あった。異教徒 として死ねば、地獄に落ちるからである。原罪を背負わな

い幼児は同時に清 くして死んでいったイエス 。キリス トにも同化され、自

動的に母親はマ リアヘ と同化する。ここで、悲 しみを感 じてはならない

「天使の通夜」で、母親は受難の運命を背負い痛みと向き合うマリアにも

重ねられるという大きな矛盾に直面することになる (Aceves 1998:36-

37)。 このエクスボトには、まさに子供を失うことでさまざまな社会規範

を背景にした母親の両義的な悲しみと喜びが表現されている。

メキシコで「天使の葬儀」が見られる地域は現在では多くない。この習

慣に注目しているのは、アメリカ合衆国のカトリック団体である。子供の

死を受け入れることのできない母親たちへのセラピーとしてその風習が用

いられることがある0。 家族、とくにわが子をなくす女性の心理や立場、

非常に内面的で個人的な喪失に対する悲しみまでもが文化規範の影響を受

けているといえる。

2.夫、息子の徴兵、旅、出稼ぎ、投獄などによる別離への不安

革命時代を中心とした社会動乱期のエクスボトを研究したアリアスと

ドウランドは、革命時に奉納されたエクスボトを「生き抜いた者たちの物

語」と呼んでいる (Arias y Dllrand 1990:156)。 これら動乱期のエクスボ

トは、国家規模の政治的闘争の中で歴史の表舞台には出てこない地方の農

村で横行した暴力 (強盗、強引な徴兵、死刑など)を 浮き彫りにする。こ

のような悲劇を生き抜いた男性たちによって奉納されるエクスボトには、

自らの生命が救われたことに対する純粋な喜びと感謝の意が表わされる。

社会動乱期のエクスボトでは「生き抜いたもの」、つまり身の危険を冒し

ながら戦場に出かけたり、旅をする男性が主役となる。男性によるエクス

ボト奉納が多いのはこうした背景がある。女性たちは、彼らが「銃弾を11

発受けても死ななかった」などという奇跡に対して男性たちと同様に感謝
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のエクスボトを奉納 した。

3.政治的暴力への恐怖

政治的暴力は、前述した徴兵や投獄といつたものとも関係があるが、暴

力に対する「恐怖」は、男女関係なく身体に襲い掛かるものである。世の

中の不安定を嘆いた女性のエクスボトの記述がある。

私、ソル・ニコラサ・カスタニェダはここに証言します。1911年 5月

5日 、三日熱に襲われました。それは革命によるスス ト (Susto)の

ために起こったのですが、私の苦しみは何の治療法もなく、大変長 く

続きました。しかし、稲妻のキリス ト様が私の懇願をお聞きくださり、

私は少しずつ回復 し、とうとう完全に元気になったのです。苦しんだ

のは一年でした。(ヘ ロニモ・デ・レオン作品集より。下線部筆者)

(Brerlner y Miguё lez eds.1996:32)

スストとは、スペイン語で恐怖やシヨックのことを指す。メキシコ人の

伝統的な健康観に、スストによつて何らかの病が引き起こされるという考

えがある。通常、子供の病であるが、大人 (と くに女性)に とつても主要

な病因の一つである。スス トによつてもたらされる死は「悪い死」 (la

mala muette)と 考えられ、事故死や殺人などと同類とされる。反対に避

けられない自然の病のため自宅で死ぬことを「良い死」(la buena mu―

erte)と 呼ぶ (Keaney 1969:444-446)。 母親たちは家族がスストのため

に死なないようにと願うのと同様、自らがスストにかかることも恐れた。

ヒュートンらはスス トという現象とグリーフ・ワーク (悲嘆行為)の との

関係を次のように考察している。死とは喪失の一形態である。喪失が明ら

かで、それについてオープンに話せるときには悲嘆行為が生じるが、喪失

がはっきりと認識されずに悲嘆できない場合、その代償行為としてススト

にかかる。スストは儀礼によって取り除かれる。また、スストから癒され
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るためには、自らが体験 した恐怖や不安などを詳細に告白し、話 してしま

うことが必要である (Houghton and Boersma 1988:150-152)。

ここにあげた女性のエクスボトは、革命という政治動乱に対する恐怖か

らスストにかかったと述べているが、その背景には男性の不在、家族の死、

自らの身にもおこりうる死というさまざまな不安要素がある。女性のエク

スボトの特徴は、自らの不安を非常に詳細に自分の言葉で表すことにある。

このことは、スストを癒すために必要な「すべてを話して楽になる」とい

う治療効果にも類似しているようだ。エクスボトには奇跡を起こした神へ

の感謝という目的以外に、自らの痛みを自由に告白することで、ある種の

安らぎを手に入れるという機能もあるといえよう。

4.個人的なアクシデント (事故、病気、出産、家庭内暴力など)

女性がもっとも豊かなことばを用いて奉納したエクスボトは、彼女たち

の身体におこる痛みについてであった。とくに身体のコンディションに言

及したものが多い。エクスボトに登場する病気は、当時病のひとつだと考

えられていた出産をはじめとし、コレラ、しょう紅熱、ハンセン病、肺炎、

天然痘、そして風邪や痛みなどあいまいな病状なども含め、時代や地域に

応じて異なるさまざまな病状が表現されている。

女性による病状の説明は、多少大げさに繰り返し主張された。病気の発

生から症状の悪化、彼女の生命を脅かすような苦痛、民間医師の治療、呪

術師の祈祷を受け快方に向かったことなど、一連の病気のプロセスが詳し

く表現されている。「ベッドから起き上がることができませんでした。脚

のあちこちが腐って、水と血がたくさん出て、皮膚は穴だらけです」

(Arias 2000:71)の ように、幾分 ドラマチックに誇張されている。

19世紀の女性のエクスボトには、病名が出てくることは少なく、絵や言

葉で病状の細密な説明がされている。「出産の病気」(enferlnedad de

pa武o)を はじめとし、伝染病に関しては「差し込み」(dolor de costado)、

「ひどい炎症」(fuetteむ五taci6n)、 「恐ろしい傷」 (■agas tembles)や、
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「たちの悪い痛み」 (malignOs)、 「しぶ り腹」 (p画 o)、 「ぎりぎりする腹

痛」 (torz6n)、 というように多少大げさな表現が用いられた。

病名が明記されるようになるのは、人々が病院で治療を受けるように

なった近年のことである。記述内容は大手術の成功、肺炎や癌からの快復

の様子へと変化 し、「痛み」そのものは強調されなくなった。「良くない苦

痛」 (lln mal padecer)、 「秘密の病気」 (enfermedad secreta)、 「内側の

病」(enfermedad interior)な どという表現が好まれた婦人病に関しても

「卵巣の腫瘍」などと、より医学的な表現が登場するようになった。

20世紀前半までのエクスボトには、農村女性たちの家畜に対する心配

(盗難や病気など)が多く描かれている。エクスボトの背景には広大なメ

キシコの平原や山河が広がっており、当時の女性たちの生活空間を表わし

ている。20世紀中葉以降は、都市人口が増加し、それに伴って女性の生活

様式は大きく変化した。女性は「家」というより小さな空間で暮らすよう

になり、関心や配慮の中心は災害や事故から「家」が救われることになっ

てくる (Arias 2000:72)。

この頃の女性特有のエクスボトのテーマとして「家庭内の暴力」がある。

これは、女性の身に起こる深刻な事件のひとつであった。アリアスの研究

では女性がエクスボトの中で家庭内暴力に言及するのは1930年代から1960

年代までだと述べ (Arias 2000:72)、 また、バルトラは19世紀には家庭内

暴力に関するエクスボトは存在しないと断言している (Bartra 1995:87)。

その理由を、夫よる妻への暴力はマチスモ社会の中であまりにも日常茶飯

事であり問題視されなかった、夫による暴力を表現する方法を妻1ま持って

いなかった、極めて「個人的」なことであり、また社会的タブーであった

とバルトラは推測している。家庭内暴力に関するエクスボトには、夫によ

る明白な殺人行為の描写と、一命を取り留めたことに対して神への謝辞が

述べられ、他のエクスボトと同様に日付と奉納者の署名が記される。近年

になリドメステイックバイオレンスを表わすエクスボトは再び消滅するが、

それは“DV"に対する社会の認識の変化によるものと考えられている。ド
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メスティックバイオレンスが法的に犯罪であるという認識が定着すると、

女性たちはもはや自由にそのことについて話すのを止めてしまったのであ

る。その傾向は、夫に法的制裁を与えることがより可能な都市部において

顕著である (Arias 2000:72)。

1930年 から1960年 という時代は、メキシコの女性史においてその後まも

なく展開することになるフェミニズム運動の準備期間とも言える。1975年

にメキシコで開催された国連主催による第一回世界女性会議を境に、メキ

シコの女性運動は欧米のフェミニズム思想に同調 し、女性の諸権利獲得を

目指して展開していく。メキシコに根強く残るマテスモ文化の下で、男性

の暴力に対する脅威からの解放という問題もメキシコフェミニズム運動の

中で重要な位置をしめてきた。当時としては革新的な離婚法 (1915年)や

家族関係法 (1917年)10が制定された後も、1960年代頃まで女性に対する

社会通念は相変わらず「女は結婚し子どもを産み、夫と子どもの世話をす

るものであり、家事全般を担って夫に服従する」というものであった (国

本 2000:252)。

女性たちが夫による暴力を、エクスボ トを通 して公けに証言し、神の力

を借 りて「奇跡」を起こさせたのは、まさにこのマチスモの現実と新法が

保障した女性の権利との落差に対 してどうすることもできなかった女性た

ちの自己救済ではなかっただろうか。

Ⅳ 痛みの表現手段としてのエクスボ ト

メキシコ近代芸術家たちの目にも留まったエクスボ トは、プリミティ

ブ・アー ト、ナイーブ・アー トなどの新 しい美術的価値を獲得するように

なった。エクスボ トが表現する、幸と不幸、自然と超自然、生と死などの

二重性といった要素が芸術家たちの関心の対象となったのである。

近代メキシコ人の死生観の基盤を築いたとも言える版画家ホセ・グァダ

ルーペ 。ポサダ (」osё Guadalupe Posada 1852-1913)lDは 、日常におこる

事件や悲劇を題材とする作品を多 く残 している。ポサダは、最終的に登場
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人物の姿をことごとく骸骨姿で描 くことで、悲劇も喜劇も同一視するメキ

シコ流の死を作 り上げたが、ポサダの初期作品はエクスボトの特徴に酷似

しており、また、時代も共通している。彼は、人間の不遇 (災害、殺人、

事故、崎形等)を徹底的に見つめ、絶対的な運命の暴力、その末に待って

いる死に対して、ユーモアという苦肉の手段をとった (Wo■en 1989:15)。

それは、悲劇を笑い飛ばすことで痛みを乗 り越えようとする、無力な人々

の生活の知恵とも言える。

エクスボ トとポサダの作品に共通するのは、現実を変える力をもたない

ものたちの生きる手段を示しているということである。どうにもならない

痛みと死への恐怖を自分の力で取 り除くことができないのなら、「奇跡」

を信 じ、笑いと歓喜をもって、生を享受するほかないのだ。それは決して

弱者の負け惜しみなどではなく、人生をより豊かにするためのエッセンス

であり、痛みや死と共存 していくための芸術活動なのである。

20世紀の代表的メキシコ女性画家フリーダ・カーロ (Frida Kano 19o7-

1954)も 、エクスボ トに大きく影響を受けた。メキシコシテイのコヨア

カン地区にあるフリーダ・カーロ博物館には、画家フリーダ・カーロと夫

のデイエゴ・リベラが収集したエクスボト約400点 が壁一面に展示されて

いる。夫リベラ同様、フリーダもエクスボ トをメキシコ民衆のアイデン

ティティを表す代表的な民衆芸術 と考えていた。「エクスボ トは古代より

伝承されたメソアメリカの奉納文化とヨーロツパの習慣に、民衆的な起源

を合わせ持つ。それはポジテイブで活力に満ちた混合で、純粋なメキシコ

民衆のアイデンテイテイを時代と空間を越えて保有し続けるメステイソの

芸術である」 (R市era 1979:57)と いうリベラの言葉には、革命後に生ま

れた土着文化に対する新たな視点がみられる。

フリーダは、アメリカの進歩主義や工業化に反発する作品も多 く残 した

が、とりわけエクスボトに表わされる民衆の被る痛みの描写に惹きつけら

れ、自らの作品のいくつかも金属板の上にエクスボ トの形式を真似て描い

た。交通事故で生涯耐えがたい痛みと共存することを強いられたフリーダ
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にとって、自由に痛みを表現できるエクスボ トは、自らの痛みと向き合う

ためのひとつの手段であった。同時にフリーダは、エクスボ トの粗野なバ

イタリテイーの中に、生活の知恵であるアイロニーとユーモアを見出して

いる。内面の苦痛と向き合いながら、それをまるで祝祭のような華やかな

風来に包みこんでしまうこと、痛み苦しむ様子を奉納物として公けにする

ことで、痛みを対象化し、あえてその痛みを嘲笑して苦しみを和らげ、生

きる力を養う効果をフリーダはエクスボ トに発見 した (Rico 1990:70)。

それは、自らの姿を骸骨に見立てて笑うというメキシコの民衆的祝祭「死

者の日」の自虐的ユーモアにもつながってくる。

神への奉納物でないフリーダの作品がエクスボ トと比較されその類似性

を指摘されるのは、双方の芸術が自分自身の体験をもとにした身体の物語

であるからだ。エクスボ トで表現されるものは、身体と精神が味わう苦難

と絶望の経験であり、それは生命の被る痛々しい事件を物語つている。ま

た、エクスボ トには奉納者の生活空間が風景として描かれており、土地と

のつながりの中から生まれる生活苦と信仰心が垣間見えるが、フリーダの

作品も、自己の身体の痛みをメキシコの歴史や風景に還元させて表現 して

いるところがある。

フリーダ・カーロの作品が世界的に知られるようになった背景には、ア

メリカとドイツを舞台にしたフェミニズム運動が関係 している (Bartra

1994)。 夫婦間問題や中絶など、女性特有の痛みを扱う彼女の絵画は「苦

しむ女性の象徴」としてフェミニス トたちの間で人気を得たのである。フ

リーダが自らの身体が被る痛みを、スペインに侵略されたメキシコの痛み、

欧米の先進国に翻弄されるメキシコの痛みとかけていることも、フェミニ

ス トたちの関心の対象となった。抑圧されてきた女性と弱者の痛みの声と

して、フリーダの作品が注目されたのである。自分自身の身体の痛みを、

自分の感 じたいように、見たいように、そして思いたいように自由なイ

メージと結びつけたフリーダの作品は、欧米の画家たちからはシュルレア

リスムであると評価されたが、フリーダ自身は「私は夢の世界を描いたの
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ではなく、自分にとっての現実を描いただけだ」と否定している (ジ ャミ

1991)。 エクスボトに見られる「奇跡」も、彼らの信仰体系、または生

活世界の外部にいるものの目には奉納者の自分勝手な解釈として映るかも

しれない。しかし、奉納者にとっては、どの「奇跡」もまぎれもない現実

世界の出来事である。フリーダ・カーロの作品とエクスボトの最大の共通

点は、痛みをよリクリエイテイブな視点で見つめ、それを通してより効果

的に痛みとの共存を図ろうとする生への希求ではないだろうか。

エクスボトには、民衆の集合的体験に裏打ちされた個人的体験、つまり、

社会や時代が作り出した個人の生死を左右する経験が描き出されている。

エクスボトが「純粋絵画」とも呼ばれる理由は (Agraz y Beltran 1996:

111)、 民衆の感情がありのままに描かれているからだ。20世紀のメキシ

コルネサンスの中心となる画家たちが、エクスボトの影響を大きく受けた

のも、権力者たちには届かない民衆の微細な声を聞き出すという彼らの芸

術の目標をエクスボトの中に見出したからだろう。

V 女性の痛みと死生観

エクスボトに表される女性の痛みは、身体的なものもあれば精神的なも

のもある。体の痛みと心の痛みというものは、しばしば切り離されて考え

られがちであるが、女性奉納者たちにとつて双方の痛みは神の慈悲と奇跡

によって同様に癒されえるものである。また、自己の心身が被る痛みから

の解放に対しても、近親者の被る痛みの快方に対しても、女性エクスボト

奉納者は同様の歓喜を表わした。他者の痛みは、女性の心の痛みの多くを

占めたが、その中でも、近親者の生命に関わる事柄が大半である。

西欧文化圏における「痛みの男性史」は、マテスモの影響を大きく受け

ている。恐怖心がしばしば臆病心と同一視されたため、痛みに対する恐怖

心も多くの言及を受けないまま近年に至った (Delumeau 2002)。 最大の

恐怖とも言える自己の死に対しても、毅然と立ち向かう態度が賞賛された

のである。カトリック文化のもとでは、女性はマリアの苦しみを模倣し、
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常に夫や息子の死 と向き合いその悲 しみと嘆きの苦悩を背負わなければな

らないことは前述 した。果敢に死に挑み、一命 を取 り留めたことに感謝を

表わす男性のエクスボ トは、数でこそ女性のエクスボ トに勝るもの、痛み

の表現の豊かさについては女性のエクスボ トも劣ってはいない。出産など

を通 して経験する生死は、常に自己と子供 (他者)と の関係性の中より派

生する。それには、男性のエクスボ トが、殺 される自分 と殺す他者 (自 然

災害や事故 も含む)と いう対立関係を表わしているのに対 し、女性のエク

スボトは共に苦しみ共に救われるという、他者の生死との同化作用が働い

ている。

近年のフェミニズム運動は、女性の被る痛みの削減を大 きな目標 として

きた。メキシヨ女性のエクスボ トも、フェミニズム運動が進展するにした

がって、Ⅲ章で考察 したようなエクスボ トの女性的特徴が見 られなくなる。

しかし、これは一概に女性の痛みが緩和 された結果 とは言いがたい。女性

の経験する痛みを、神 と自己の自由なコミュニケーションではなく、自己

と社会の問題へ と変換されたため、その表現方法が限定されてしまったの

ではないだろうか。痛みを敬遠する近年の社会の中で、エクスボトに相当

するようなリアルな痛みのマニフェストと、純粋な歓喜のことばは存在す

るのだろうか。

メキシコにおけるフェミニズム運動の発展に拍車をかけたのが、1985年

に首都メキシコシティを襲った大地震である。無差別に悲劇をもたらした

大災害の被災者救済のために、あらゆる階層の女性たちが団結し、それま

で溝のあった中間層のフェミニストたちと二般大衆の女性たちとの間が急

接近し、相互理解が生まれた (国本 2000:251)。 他者の痛みへの共感が、

その痛みを取り除こうとする運動につながったのである。運命に対して主

体的になった女性たちが求めたものは、痛みの告白のみに留まらず、それ

に対する具体的な対策であった。女性人権運動に使用される言葉は、男性

や知識人にも通用する理論的なものである。エクスボトの中に見られるよ

うな自由で赤裸々な自己の苦悩や身体に関する表現は軽減してきた。法的
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立場を獲得 した女性は、女性特有のコスモロジーを構築する言語の使用か

ら遠ざかってしまった。

おわりに

本稿では、女性がエクスボトを通して表す心身の痛みと死生観について

の考察を試みた。痛みに対する感情が、男性 も女性 も社会や宗教規範に

よって方向づけられることに触れたが、にもかかわらず女性たちがエクス

ボトに表した自己の痛みは、他者との関係の中で豊かに創造されたもので

あったことをここで改めて強調しておきたい。それは、神と自己との親密

なコミュニケーションであり、また苦悩の様子を公けの場にさらすことに

よる社会への自己アピールであったとも言える。

エクスボ トの中で女性たちは、家庭内暴力や性病など、当時の社会では

公言できなかった主題について語 り、家族や自分自身の身の安全を大変豊

富なことばで祈願 した。それらのことばは、彼女たちの信仰心と結びつき、

聖人の顕現や、奇跡の訪れをもたらす心象世界を築き上げている。心象世

界としての女性のエクスボ トには、現実世界を投影させながらも、現実世

界では口にすることのできない痛みや苦悩、そしてそこから救われるため

のあらゆる希望が描き出されている。

エクスボ トに描かれる情景は「痛み」の様子と、「感謝」の行為に大 き

く三分される。痛みの種類は大変豊富で、大災害から家畜の紛失まで、人

間の体験し得るあらゆる「痛み」が表されるが、神への感謝の行為はすべ

て同じ謝辞の言葉“Doy gracias a…・・P'(～ に感謝します)を もって表わさ

れる。すべての痛みが同じ比重をもって表されるエクスボトには、一種ポ

ス トモダン的な痛みのあり方が示されているようでもある。モリスはポス

トモダンの痛みを「それぞれが明確な固有の言葉や言説をもち、そのうち

のどれもが絶対的に他に優越していない、多種多様な説明の体系あるいは

下位体系」であるといい、それが実現するならば「混沌すなわち騒々しく

張 り合う話し声だけではなく、いくつもの声に耳を傾けて痛みに関する知
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識 を豊かにする方法が可能になる」 と彼 自身の願いを述べ る (モ リス

1999:489-490)。 クリステーロスの乱で主体 となった農民の痛みはエク

スボ トには告白されず、家庭内暴力が法で規制されるようになるとそれに

関するエクスボ トの数は激減する。エクスボ トが表現 してきたのは、運命

を神の手のみに委ねたものたちの声であった。そういつた意味でも、エク

スボ トはサバルタンたちの痛みの声を救い上げるものとしての機能を果た

してきたのではないだろうか。

近年ではアメリカ合衆国から奉納されるエクスボ トが多い。その多 くが、

「市民」や「国民」という法的立場を伴わずに痛みを内に秘めた人々のマ

ニフェス トである。国境を渡る際に命を取 り留めたこと、重労働の中での

事故から助かつたこと、苦難の中無事に帰国して家族と再会できたことな

ど、その主題はさまざまである (文末図 6)。 移民たちのエクスボ トは、

帰国の際に故郷の寺院に奉納されるか、移民先のカトリック寺院に奉納さ

れた。奉納絵としてではなく、彼らの体験の記憶として作成されたものも

ある。エクスボトは、アメリカ合衆国の権威には届かない移民たちの痛み

の声を、自由に表現することのできる心象世界である。

メキシコにおけるエクスボ トの奉納は近年あまりみられなくなった。こ

れは都市化や近代化による信仰心の変化、都市社会の中で人々がより自発

的に自己の行為や運命に責任を持つようになったことなどが考えられる。

自己の生命に対して、より科学的で医学的な視線を持つようになったから

かもしれない。エクスボトには、そうした近代化の過程が描かれる他に、

その中で人々が感 じてきた痛みの問題も浮上 してくる。とくに、女性に

よって奉納されたエクスボ トは公けの歴史の中には登場しない、力を持た

ず沈黙を守ってきた女性の心身が経験する悲喜の変化が詳細かつ豊かに描

写された貴重な歴史資料である。



74 心象世界としてのエクスボ ト

<図 1～ 6>

図 1:メ キシヨシティ、グァダルーペ大聖堂に奉納されているエクスボ トの

数々。現在では隣接する博物館の中にまとめられている。(2003年 2月 著者撮影)

|

′%

図 2:酒 に酔った夫が転んで岩にぶつけて怪我をしたが、命は無事だったこ

とに感謝する妻の様子。酔っ払った男性が起こす事故 (ケ ンカ、交通事故な
ど)は、エクスボ トのテーマとして頻繁に登場する。図画の左上に描かれて
いるのは、サント・ニニョ・デ・ア トーチャ (ア トーチャの幼子イエス)で
ある。サカテカス州、1%5年 と記入されている。 (著者所蔵)
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図 3:1985年 にメキシヨシテイを襲った大地震の様子.グ ァダルーペの聖母に家族

の無事を祈 り、それが実現されたことに感謝するエクスボ ト。 (メ キシヨシテイ、

1985年 の作品。2003年 11月 、メキシヨシテイのラグニージヤ骨童品市場で売 り出さ

れていたものを著者が撮影)

図 4:強盗犯の疑いをかけられ、銃殺刑にかけられそうになった自分の兄弟が、寛

大な将軍によって釈放されたというグァダルーペの聖母の起こした奇跡に感謝する

女性の奉納したエクスボ ト。メキシコシテイ、1939年 と記載されている。 (著者所

蔵)

聯
欄
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図 5:ハ リスコ州出身のミラグレロ、ヘロニモ・デ・レオンの作品集より。出産

後間もなく死んでしまった子どもを花で囲んだ小さな台に乗せ「天使の葬儀」を

行つている様子。 (Brenner y Miguё lez eds.1996:113)

図 6:ア メリカ合衆国との国境であるリオ・ブラボ川を泳いで渡る移民の様子。

メキシヨの国家守護神、グァダルーペの聖母の庇護によって無事アメリカ側に渡

れたことに感謝するエクスボト。 (著者所蔵)
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註

1)ロ ドリゲス・バセラはエクスボ トを (1)物語的エクスボ ト (絵画や文

章)、 (2)象徴的エクスボト (そ の他のエクスボ トすべて)と 分類 している

(RodttueZ Bacerra 1989:123)。 本稿で扱うのは前者の物語的エクスボト

である。絵画の形でのエクスボトの登場の背景には、当時のヨーロッパに見

られた三つの伝統的絵画の存在がある。(1)宗教画 (キ リス トの生涯やそれ

に伴う奇跡の数 )々、 (2)奉納者の肖像 (エ リー ト階級は自分の肖像の脇に

奇跡のイメージを描かせた)、 (3)風景画 (特 に地中海地方の風景)(Dllrand

1995:3)。 この三つの伝統絵画が物語的エクスボ トの特徴の基盤を作ってい

る。キリストなどの神聖なイメージと奇跡の描写、奉納者の個人情報、そし

て彼らの生活空間をしめす風景とのコンビネーシヨンは、その他の形式での

奉納物には見られない特徴 (奇跡の視覚化と奉納者の人格明示)を備えてい

る。

2)メ キシコにおけるエクスボトの三大奉納地は、メキシコシテイのグアダ

ルーペの聖母 (Virgen de Guadalupe)大 寺院、サカテカス州のアトーチヤの

幼子イエス (El santo抽b de Atocha)を 祀る寺院、そして、ハリスコ州のサ

ン。フアン・デ 。ロス・ラゴスの聖母 (La virgen de San」 uan de los lagOs)を

祀る教会である。この他にも多数あるが、それらの多くが、ハリスコ州、サ

ン・ルイス・ポトシ州、グアナフアト州、そしてミチョアカン州に集まって

いる。これらの地域には、16世紀のころから鉱山労働や農業に従事するため

に、多くのスペイン人移民が入植した。それに伴い宣教師たちもこの地方の

インデイヘナたちを重点的に改宗し、結果として信仰心の強さという地域的

特性を生み出すことになった。メステイソや先住民からなる自由労働者は過

酷な労働条件のもと家族ぐるみで働いており、そうした厳しい生活を背景に

多くのエクスボトが奉納された。

3)ミ ラグレロたちは多くの場合無名で仕事を受けたが、20世紀のミラグレロ

にはエクスボトに署名を残したものもいる。著名なミラグレロとしては、リ

ンコン・デ・グアナフアト村のエルメネヒル ド・ブス トス (Herrnenegildo

Bustos:1852-1906の間作成)、 自ら出稼ぎを繰 り返 し各地で副業として5000

点程のエクスボトを残したヴイセンテ 。バラハス (Vicente BarttaS:1942年 よ

り作成)、 ハリスコ州北部の村のヘロニモ・デ・レオン (Ger6nimo de Le6n:

1885-1915の 間作成)な どがいる。エクスボト奉納最盛期にはミラグレロに

作成してもらったエクスボトでないとご利益がないとされ、バル トラはそれ

を奉納画の市場経済化とみなしている (Battra 1995:77-78)。 1960年代以降、

エクスボトの奉納が減少するにつれ、ミラグレロの数も激減した。今日奉納

されるエクスボトはその絵柄から奉納者本人の手によつて作成されるものと
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考えられる。

4)ド ゥランドとマセイの調査では、アメリカのメキシコ人移民によって奉納

されたエ クスボ トは、19oo～ 1939(男 性50%女 性50%)、 1940～ 1964(男 性

48.5%女 性51.5%)、 1965～ 1979(男 性47.8%女 性52.2%)、 1980～ 1993(男

性66.3%女性33.3%)と いう統計が出ている。時代区分によっては女性の奉

納数の方が上回つている (Durand y Massey 2001:90)。

5)国家 と教会の対立。反教会条例 を制定 したカリェス政権 に対 して、カ ト

リック教会 とそれを支持する保守派が反乱を起こした。カ トリックの熱心な

信者をクリステーロと呼び、その大半が貧 しい農民で、武装蜂起に参加 した

のはほとんどそうした貧農であった。反乱の舞台 となった地域は、エクスボ

トの奉納が盛んな地域と重なっている。

6)現存するヘロニモ・デ 。レオンの作品は100作程あ り、すべて1885年 から

1915年 という革命前後の社会動乱期に作成されたものである。レオンのエク

スボ トはテマスティアン村の守護神「稲妻のキリス ト」 (Seior de los Rayos)

に奉納されている。レオンは村の貧 しい人々に依頼 を受け、彼 らの生活に密

着 したエクスボ トを多数作成 した。

7)「マリアの七つの痛み」 とは、(1)シ メオンの予言 (こ の先の運命のお

告 げ)、 (2)エ ジプ トヘの逃避行、(3)少年 イエス と神殿 では ぐれ る、

(4)イ エスの十字架への道行 き、(5)イ エスの十字架上での死刑、 (6)
死んだイエスを十字架からおろす、(7)イ エスの埋葬、の七つである。

8)イ ンターネット上のカ トリック団体のホームページ「La CFuZ de Califor―

l■ia」 では、カリフォルニア在住メキシコ人のためのカ トリック会報誌を毎月

掲示 している。2000年 11月 の記事で「天使の葬儀」を取 り上げ、「死んだ子 ど

もが天使 (AllgelitO)で あったと考えることでわが子の死から立ち直ることが

できた」という母親の体験を掲載 している。アメリカでのカ トリック布教 と

メキシコ系移民を中心 としたカ トリック信仰 を見直す運動 ともつながってい

る。http://_.lacruzdecal.com/articles/2000/1100 et 2.htm(2002年 11月 27日

アクセス)

9)G五ef WOrk(スペイン語では Duelo)と は、死生学の分野で頻繁に使用 さ

れる用語である。あらゆる喪失に対する心理過程のことをさし、主に自己や

他者の死に直面するときに起こる悲嘆行為のことをさす。

10)離婚法、家族関係法はメキシコ革命に参加 した女性たちが女性の権利 を要

求 した結果、男女平等を目指 して施行された。伝統的なカ トリック社会では

離婚が禁 じられてお り、メキシコでも1866の 民法で妻は法的に夫に服従する

ものだとされていた (国本 2002:312)。

11)ホ セ・グァダルーペ 。ポサダは圧制者を批判する風刺画を描 くことで民衆
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の人気を集めた。ポサダは登場人物をすべて骸骨姿で描 き、現実社会の無常

観や人間の生死の表裏一体性を強調 したことから、メキシコの国民的年中行

事「死者の日」 (Dia de Mueltos)にはポサダの風刺画が欠かせなくなった。

今 日にいたるまで、ポサダのユーモアあふれる骸骨画は「死 と戯れ、死 を恐

れない」 というメキシコ人の死生観の概観を表 している。
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